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土壌の少ない場所でも生育できるコマクサ

豊かな土壌が流亡した足尾の山



腐植の混入したA層

開墾のため掘り取り

開墾地付近に残された森林土壌の形

土壌：植物（樹木）の生育基盤
生育に不適：個体が小さい・多様性が低い

土壌の発達：
植物（生物）・母材・気候・地形・時間



土壌層位の模式



腐植の形態と気候との関係
A0層の発達の仕方は、気候と地形に対応する



作土層

荒起こし層

森林土壌のB層

作土層

A層を削除された
B層における耕作による変化
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土壌の埋没（化石土）



• 溶岩が冷えて後、地衣類
などが生育を始める。

• 溶岩の風化にともなって、
土壌化が進み大きな植物
の根が伸展できるように
なる。

• 有機物の供給が多くなり、
ますます土壌が発達する。

• 陽光・水分・風（環境要
因）

遷移に伴う土壌断面の変化



地下水の高い場所の土壌



Ｇ土壌の層位と生成
• 停滞する地下水

• 酸欠状態

• 泥炭の発達する層

• 落葉層が混入し動きの少
ない沼の状態であった。



未熟土壌の形態と生成

• 崩壊地・火山堆積物が堆
積した後、土壌生成作用
が十分に時間を経ていな
い。

• 土石流の堆積による層位
が見られる。

• 未発達の土石が流入す
る場合から土壌化の進ん
だ堆積物が流入する場合
がある。

• 浸食された場所では受食
土になる。



土の中の姿（1）
• 赤い土や黄色の土

• それぞれ生成の歴史が
違う

• 母材の色と土壌化した土
の色の違い



地史を示す土の中（2）



林木の成長と土壌の関係



スギの根系発達と土壌型

（刈住、1979）



堆積岩・火成岩・変成岩と地形の発
達

花崗岩

石灰岩

堆積岩
（ホルンフェルス）



隆起の証拠と枕状溶岩

• 小笠原の赤色土の分布・丘陵部に残
る

• 赤色土の下部は枕状溶岩

• 白山林道で見られる滝を構成する岩
盤の枕状溶岩



砂漠地帯の段丘の発達

• 植被の見られるのは
水の流れる谷筋

• 低位段丘から高位ま
での段丘とその浸食

• 低位の段丘ほど地
形が残されている

• 扇状地地形の発達し
た受け盤側



テーブル状地形と傾斜地形

• 隆起後褶曲の無い地形
では、テーブル状

• 褶曲され傾斜が出来ると
受け盤と流れ盤が出来る

• 受け盤側の凹地形は硬
岩と軟岩の違い

• 軟岩は浸食されやすく、
テラス状地形となる

• それぞれの地形で土壌
の生成は異なる



トンプソンとスペンスの実験

• カルシュムの多い土壌を
とおるとアンモニュウムが
離れ、硫酸とカルシュム
が結合する。

• 陽イオンを土が吸収でき
るのは表面がマイナス荷
電を帯びている。このた
めアンモニュウムは土に
吸着。土壌をつめる

硫酸アンモニュウム

硫酸カルシュム



陰荷電と陽イオン交換容量

• CEC：陽イオン
• カオリナイト 3-15

• ハロイサイト 40-50

• バーミキュライト
100-150

• 腐植 200-600

• 黒ボク土 30



施肥による酸性化

• 施肥によってK,NH4が加えられと、まずK,NH4が陽イオ
ンに置き換わって吸着。根がそれを吸収。かわってＨ+が
吸着、アルミニュウムが現れ、アルミニュウム粘土となる。



土壌の働き・緩衝機能

豊かな土壌 赤土 田の土 水のみ

土壌は
精巧な化学工場

形成される時間

壌のつくりはお嬢様
醸造など長い時間を
かけて創り出す・
かもす出すの意


